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落花生マルチ栽培における除草剤の適用性
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プラスチックフィルムによる落花生のマルチ栽培におい

ては,マルチ下に発生する雑草の防除がやっかいである。

従来,ボ リエチレンフィルムにプロメ トリンを混入した

「サッッーボーリーシート」力液 われているが,除草効果

が不十分である。そこで ,既に普通栽培の落花生畑で実用

化されている除草剤について,マルチ栽培における適用性

を検討 した。

試 験 方 法

落花生としてタチマサリを供試し,1983年 5月 ■日に45

勒×15"の栽植様式で点播した。施肥は 6.20 20化成 5

″ /α を全量基肥で施用した。供試除草剤及び薬量は次の

とおりである。

1)CG-119 P細 粒剤 (メ トラクロール 2%+プ ロ

メトリン1%)

① 200,② 300,③ 400夕 /ι (製品)

2)プロメトリン滉和フィルム (サ ッソーホーリーシー

表 : 除草効果 (試験 1)

卜,プロメトリン8gai/α )(■鮫 )

3)透明フィルム (透明ホーリーシー ト)(無処理 )

(試験 1〕 ′lヽ面積のモデル試験を行い,次の処理区を設

けた。① 土壌混和処理 :除草剤を処理後 ,ロ ータリで深

さ10"に混和した。② 土壌表面処理 (a):除草剤を処
理後フィルムを張り,その植穴部分を鎌の柄で押して穴を

あけ,処理層の上に落花生を播種した。③ 土壌表面処理

(b):フ ィルムの植穴部分の処理層を除去し,落花生を

播種した。なお,試験区にはメヒンバ,ヒ メイヌビエ,ス

ベリピユ,シロザ,オオイヌタデの種子を各々200粒 /″

あて散播した。試験は 1区24″ ,2反復で実施した。

〔試験 2)実際の栽培を考慮して,マルチャー (ンバウラ

SK151D型 )を用い,除草剤を処理後,土壌混和しなが

ら同時にフィルム張りを行った。混和深は約10昴 ,試験規

模は 1区72″ , 3反復とした。

試験結果及び考察

試験 1における除草効果について表 1をみると,CG―

119‐ P細粒剤は土壌表面処理の場合,(a),(b)両
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注 7月 8日 (+58日 )調査

区いずれにおいても200夕 /″ では効果に変動がみ られる

が ,300～ 400夕 では無処理 FX(透明ホーリー区)の 4%

以下と極大の効果を示 し,こ れら処理区はいずれも比較に

用いたサッツーホーリー区より明らかにすぐれた。一方 ,

土壌断 理 についてみると,200夕 では効果不足であるが ,

300′ では無処理区の26%,400夕 では13%ま で効果が向上
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試  験  区

表 2 落花生の生育に及ぼす影響 (試験 1) し,これはサッツーホーリー区よりすぐれる傾向であった。

次に,落花生の生育に及ぼす影響について表 2に示したが ,

CG―■9 Pの 各処理区とも薬害の症状は認められなかっ

た。

次に,試験 2の結果,データは省略したが,除草効果に

ついてみると,試験 1と ほぼ同様で,200夕 では効果不足

であるが ,300～ 400夕 では比較のサッソーホーリー区よ

りすぐれる傾向が得られた。また,落花生の生育及び収量

に及ぼす影響について表 3をみると,若千のデータのバラ

ツキはあるが,CG-119 P細粒剤による薬害の症状は
認められなかった。

マルチ栽培における除草剤処理の実用性を考慮した場合 ,

土壌混和処理が最も望ましい。その作業手順は施肥―除草

剤処理―マルチャーによる土壌混和とフィルム張りの同時

作業一播種となる。本試験の結果,CC-119 P細粒剤
の土壌混和処理は落花生に対する薬害はみられなかったが ,

表面処理に比べて若千効果不足であった。しかし,300～

主茎長 分枝数 生体重

(%) (%) (%)
薬 害

CC-119・ P混和 200
300

400

CC-11, P表 面 200
(a)300
400

CC-119・ P表面 200

(b) 300

400

サッソーホーリー(P8)

透明 ホ ー リー無 除草

透明ホーリー手取除草※

104

100

104

95

101

101

104

100

103

100

96

螢

無

無

無

96     94

101     104

100     97

101     101

104     104

97    103

93    108

96     103

101     101

97     94

96     104

77 76

注 ※手取除草区は実数で,主茎長は昴,分枝数は 1
個体当たり,生体重は個体当たリタ。
7月 8日 (+58)調査。

表3 落花生の生育及び収量に及ぼす影響 (試験 2)

6月 10日 (+30日 )(%)

主茎長 分枝数 生体重 茎 長 分枝数 葵 数 茎葉重 薬実重 子実重 百粒重
期穫収

区験試 薬 害

CC-11, P IF_和 200
000

400

サッソーホーリー(P8)

95    100     98

98    103    117

102    106    100

111    103    110

105  102  100  101 無
98     '3     ,0     97    ″

102    100     '7     97    ″

114  109  102  105 無

,6

100

95

,6

95

92

96

100

110

95

102

102

透 明 ホ ー リ ー ※ 44   31    54 521 82 19 9   411 1   428 2   258 7 82 7

l sd 5%
注 ※透明ホーリー区は実数で主茎長は",分技数,奏数は個体当たり,生体重は個体当たリ

タ,茎葉重,薬実重,

子実重は′/ノ。

～400夕 では比較のサッツーホーリーよりすぐれた効果を

示したことは,本試験の条件の範囲でもこの処理方法の適

用性があるものと判断される。今後,薬量増を含めて,効

果の向上をはかることが必要である。

一方,土壌表面処理についてみると,処理法 (a),す

なわち,薬剤の処理層に落花生が直接触れる条件でも,薬

害はみられなかったこと,ま た ,300～ 400′ ではすぐれ

た除草効果を示したことから,落花生のマルチ栽培での適

用性が高いものと考えられる。今後 ,よ り省力的な処理法

の検討が必要であろう。
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